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子どもの縦のつながりが紡ぐ未就園児保護者への発達展望支援
－幼稚園での子育て支援実践参加者の声からの考察－

田 中 文 昭 戸 田 有 一 横 川 和 章
(やまなみ幼稚園) (大阪教育大学) (兵庫教育大学)

今日, さまざまな子育て支援プログラムが実施されているが, 保護者はどのような思いをもって子育て支援プログラムに

参加してくるのであろうか｡ そして活動中の保護者は視線の先に何を見, 何を感じているのだろうか｡ 研究対象とした子育

て支援プログラムは移行支援的な側面を持ち, 保護者は活動を通して我が子の発達展望を持つことにつながるものと考えら

れる｡ 本研究は, 支援する側が参加者の意識や行動を知ることで, 子どもの発達展望を可能にするような機会として子育て

支援をとらえられるようにプログラムを検証し, 考察した｡ その結果, 保護者の参加の目的や意識と活動中の視点や意識が

示され, 保護者自身の発達展望にもつながる支援の必要性と方向性が示唆された｡

キーワード：発達展望, 子育て支援, 移行, 在園児と未就園児の交流
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問題と目的
中央教育審議会の2005年答申 ｢子どもを取り巻く環境

の変化をふまえた今後の幼児教育のあり方について－子

どもの最善の利益のために幼児教育を考える－｣ では､

子育て支援は ｢単なる子どもへの支援だけではなく､ 親

が親として育つことを支援する取り組み｣ であると述べ

られている｡ つまり､ 子育て支援は､ 育児の外注化の推

進ではなく､ 親と子どもが共に育つことを支援するもの

である｡

一世代前は多世代の大家族で暮らす姿がまだ多かった

が､ 今日では核家族化が進み､ 日常的に祖父母と接する

機会が減少している｡ 祖父母との同居が当たり前であっ

た時代は､ 子育ての方法や経験が祖父母から父母に伝授

され､ 精神的な支えとしても祖父母の存在の意味は大き

かった｡ 特に､ 子育てを経験している祖母が身近にいる

ことが､ 母親にとっては不安が軽減される要素であると

されている (本保・八重樫・奥山・林�2003)｡ また､

住居が住民相互の交流が難しいマンション等へと変化し､

隣人との接点を持ちにくい家庭が数多く存在するように

なった｡ そのような集合住宅では共同体としての近隣と

の関係は持ちにくくなっている｡ 加えて､ 父親が長時間

労働に従事している場合には､ もっとも頼れる相談相手

であるべき父親の不在化が進み､ 母親にとっては孤独な

子育てを強いられるような環境になっている｡

その中で､ 情報化が進み子育てに関する知識や情報は

さまざまな育児雑誌やインターネットなどから手軽に入

手できるようになってきているものの､ それらの情報は

多くの場合､ 一方的であり ｢自分に必要な情報を上手く

取捨選択できずに一般的な子どもの発達や育児の原則に

縛られ､ 我が子の成長が標準より遅れていることや育児

書どおりの方法がうまくいかずに不安やストレスをもっ

てしまう母親｣ (小山�2006) にとっては､ 我が子の成

長・発達を多様なあり方があるものとして実感できる機

会は多くない｡

原田 (2003) による大規模な子育て実態調査 (いわゆ

る ｢兵庫レポート｣) では､ 幼稚園就園前までの母親た

ちの子育てに対する負担感がいかに大きいかについて述

べられている｡ ｢子育てをたいへんと感じますか｣ とい

う問いに､ 実に60％前後の母親が ｢はい｣ と答えており､

｢子どもの自我が芽生えてくるにつれ､ 母親たちの戸惑

いが増え､ 母親たちの感じる負担感が増大している｣ 様

子がうかがえる｡ さらに､ 20年前の1983年に実施された

｢大阪レポート｣ と呼ばれる同様の子育て実態調査 (服

部・原田�1991) との比較では､ ｢育児のことで今まで

心配なことがありましたか｣ という問いに対して ｢しょっ

ちゅう｣ 心配であるという割合が ｢大阪レポート｣ では

６～10％程度であったものが ｢兵庫レポート｣ では15～

18％程度になっている｡ ｢しょっちゅう｣ ｢ときどき｣ 心

配であると答えた割合を見ても､ 59％～65％程度であっ

たものが､ 子どもの年齢を問わず75％前後になっている｡

子育て仲間についても ｢近所にふだん世間話をしたり､

赤ちゃんの話をしたりする人はいますか｣ という問いに

｢１～２名｣ もいないという母親が16％から35％になっ

ている｡ この調査研究からも母親の孤立化が進んでいる

ことが容易に推測される｡

このような子育て環境の変化による母親の孤立化と子

育てへの意識変化の中で､ 1998年に改訂された幼稚園教

育要領では幼稚園が ｢地域の幼児教育のセンターとして

の役割を果たすよう努めること｣ と明記された｡ また､

先述した2005年の中央教育審議会答申では幼稚園等の施

設には家庭や地域社会の教育力を補完､ 再生､ 向上させ

ていく役割などが求められるようになり､ 子育て支援の

推進が明記された｡ さらには2007年に改訂された学校教

育法においても､ ｢家庭及び地域における幼児期の教育

の支援に努める｣ ことを幼稚園に求めている｡

現在､ 幼稚園や保育所などの施設で行われている子育

て支援事業は多岐にわたる｡ 八木 (2002) は子育て支援

に関する最近の動向を報告し､ 北野 (2006) は子育て支

援のあるべき姿を論じている｡ 須永 (2008) の子育て支

援実施施設へのアンケート調査によると､ 代表的なもの

として実施率の高いものから順に､ ①子育て (育児) 相

談､ ②園庭開放､ ③保育所の行事への参加､ ④電話によ

る子育て (育児) 相談､ ⑤育児講座､ ⑥子育てサークル

への支援､ ⑦絵本の貸出､ ⑧子育てサロン､ ⑨子育て情

報誌の発行､ ⑩出張保育となっている｡

このように様々な子育て支援事業の中で､ 筆頭著者が

勤務する大阪府下の私立Ｙ幼稚園では､ 10年以上前から

未就園児親子と在園児が交流する子育て支援プログラム

が実践されている｡ それは未就園児親子のみを対象とす

るものではなく､ 幼稚園の教育課程に子育て支援のプロ

グラムを位置付けることにより､ 年に数回の未就園児親

子と在園児の交流が可能となっている｡

この取り組みは ������ ��	
��(1998) の分類に

よる移行の取り組みの三種類 (①学年の変わり目に子ど

も達・家族・学校等が行う見学・相談・引き継ぎなど､

②家庭や地域､ 学校､ 園などの間の日常的な連携､ ③学

校や園などの接続に関する教育学的・カリキュラム的な

検討や接続時に困難を感じる子どもへの援助プログラム

の開発) の２番目と３番目に関係しているが､ 園のカリ

キュラムの中に未就園児との交流を位置付けていること

が特徴である｡ 子どもの縦のつながりを育むために幼稚

園がかかわる実践としては､ 未就園児と在園児との交流

の他にも､ 縦割保育などの異年齢交流や幼小接続実践な

どもある｡ 縦割保育については夏堀 (2007) や塩路・佐々

木 (2005) など､ 幼小接続については玉置・戸田・瀧川

(2006) や滋賀大学教育学部附属幼稚園 (2004) などの
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研究で知見が積み上げられているが､ 未就園児と在園児

の交流に焦点をあてた研究は見かけられない｡

本研究が対象とするのは､ その未就園児と在園児の交

流実践であるが､ その実践により子どもも保護者も年齢

差を意識することになり､ 南舘 (2001) が指摘するよう

に在園児には ｢思いやり｣ ｢優しさ｣ といった向社会的

な行動と ｢積極性｣ などが見られ､ 在園児の心の育ちの

場になっていると思われる｡ また､ 未就園児が在園児や

保育者との出会いから園を楽しいところと感じたりする

ことで､ 家庭から園への移行の支援になる側面があるだ

ろう｡ 未就園児保護者にとっても､ 幼稚園在園児と親子

で活動を共にすることにより､ 在園児の姿から我が子の

発達の見通しを持ったり､ 同世代の保護者から子育てや

子どもの個人差について知ったりすることになると思わ

れる｡ これらのことから､ 保護者が子どもの発達展望を

持つことにつながると考えられる｡

最近では未就園児親子と在園児の交流を目的とした子

育て支援事業が徐々に見られるようになり､ 保護者・園

児・保育者それぞれへの効果について報告されている

(名須川・岸本・小林�2008)｡ それらの研究をふまえ､

本研究ではさらに､ そのような交流プログラムにおいて､

子どもの変化を保護者がどのように見ているのか､ 保護

者は自身の意識変化をどのように報告するのかを探って

いき､ 実践が保護者による子どもの発達展望に果たす役

割について検討してみたい｡ ここでの発達展望とは､ 子

どもの発達についての､ 今後の展望である｡ ここに焦点

をあてるのは､ 子育て支援が､ 親の育児の外注化ではな

く､ 親としての知識や態度を積み重ねる契機となるかど

うかを検討するためである｡

上記の問題意識から､ 本研究においては､ まず､ 対象

プログラムの異年齢設定での活動について保護者はどう

考えたのかを質問紙調査やインタビューの内容から検討

する (課題１)｡ そのうえで､ 子どもの変化の認知や保

護者自身の意識変化が保護者自身によってどのように語

られるのかについて探り､ 保護者による子どもの発達の

展望について検討する (課題２)｡ さらに､ そのような

発達展望を可能にする機会への継続的参加を願う立場か

ら､ 継続的に参加することを参加者はどのようにとらえ､

どのようなことが参加者の満足感をもたらし､ 継続を促

すことにつながるのかについて調べ､ 検討してみたい

(課題３)｡

方 法
実践の概要

本研究の対象とした子育て支援プログラムは大阪府Ｎ

市の私立Ｙ幼稚園で行われている ｢輪になってあそぼう｣

と ｢サタデースクール｣ という２つの活動である｡ ｢輪

になってあそぼう｣ は､ 10年以上前から年に５回実施さ

れている､ 未就園児親子と在園児との交流会である｡ 平

日の午前中に未就園児親子と在園の年長児が一緒になっ

て活動する｡ 絵の具遊びやどろんこ遊びなど､ 普段は家

庭で体験することのできない遊びを中心に､ 毎回内容を

変えて実施されている｡ 参加資格は０歳から３歳までの

幼稚園就園前の乳幼児とその保護者である｡

｢サタデースクール｣ は､ 月に１度の割合で年に７回､

土曜日の午前中に実施され､ ０歳から小学校２年生まで

の乳幼児・児童とその保護者 (在園児かどうかは問わな

い) が参加できる子育て支援プログラムである｡ 30分の

園庭開放の後､ 60分ほどで大人も子どもも参加できる身

体活動を実施している｡

調査時期

2008年６月10日から11月15日の (計９回) で表１に示

す通りである｡

表１. 活動日と参加者数

�は ｢輪になってあそぼう｣ �は ｢サタデースクール｣ を表
す｡
６月より調査を実施したため５月の活動は本研究の対象外と
なった｡ また､ ｢輪になってあそぼう｣ の８月は未就園児のみ
の活動であったため､ この研究からは除外した｡

調査協力者

調査協力者は､ 子育て支援プログラムに参加した未就

園児を持つ保護者であった｡ 兄姉が在園児や卒園児など

でも､ 弟妹が未就園児の保護者は未就園児保護者として

扱った｡ 祖父母の回答４名､ フェイスシート未記入１名､

調査項目の半分以上に回答していない者１名を分析の対

象から除き､ 最終的に ｢輪になってあそぼう｣ で95名

(男性０名､ 女性95名) ｢サタデースクール｣ で65名 (男

性14名､ 女性51名) が分析対象となった｡ これらのうち

複数回参加した回答者 (２回目の調査への回答者) は

｢輪になってあそぼう｣ で27名 (女性27名)､ ｢サタデー

スクール｣ で24名 (男性３名､ 女性21名) であった｡

質問紙調査の内容と手続き

フェイスシートでは回答者の①年代､ ②性別､ ③三世

代同居の有無､ ④住居形態､ ⑤回答者と配偶者の職業､

⑥回答者のすべての子どもの性別と年齢､ ⑦プログラム

参加児の出生順位を尋ねた｡

質問内容は､ ①親子の現状 (｢子育てに不安や悩み､

未就園児保護者への発達展望支援 �


時 期 参加在園児数 未就園児参加数
Ｗ－６月10日 (火) 84 83
Ｗ－９月25日 (木) 83 39
Ｗ－11月６日 (木) 83 43
Ｓ－６月21日 (土) 19 29
Ｓ－７月５日 (土) 17 24
Ｓ－８月23日 (土) 5 15
Ｓ－９月20日 (土) 16 22
Ｓ－10月18日 (土) 21 26
Ｓ－11月15日 (土) 21 26



戸惑いなどはありますか｣ ｢子育てを楽しんでいますか｣

など) ②活動での保護者の参加状態 (｢記入されている

方は､ このプログラムを楽しむことができましたか｣

｢保育者と話す機会がありましたか｣ など) ③活動での

子どもの参加状態 (｢お子さんは同年代か年下の子ども

と一緒に活動できましたか｣ ｢プログラム中にお子さん

のいつもと違う姿を見ることができましたか｣ など) ④

活動に関する保護者の意識 (｢プログラム中にご自身の

子どもと他の子どもとを比べましたか｣ ｢比べることに

よってご自身の気持ちに変化がありましたか｣ など) ⑤

継続参加に対する意識と変化 (｢複数回参加された方は

プログラム中に以前の参加状態と比べてお子さんに違い

がありましたか｣ ｢このようなプログラムに継続的に参

加することは子育て不安の軽減や解消に役立つと思いま

すか｣ など) ⑥変化の般化 (｢このようなプログラムに

参加することでご家庭でのお子さんの様子に変化があり

ましたか｣) であった｡

質問紙は２回に分けて行った｡ 前年度までの傾向で継

続参加が多く見られたことから初回と２回目以降の質問

内容を分け､ さらに異年齢交流の特徴を踏まえた質問内

容を２回目以降に設定し､ 回答負担の軽減を図った｡ １

回目の質問紙の内容は①②③④､ ２回目の内容は⑤⑥で

あった｡

実施は個別記入形式であった｡ 受付の際に質問紙を手

渡し､ 終了後に回収ボックスへの投函を依頼した｡ 参加

者には受付とともに謝礼として文房具を渡した｡ 調査協

力については質問紙上に依頼文を掲載し､ 活動開始前に

も口頭で調査依頼を行った｡ 回答はいずれも無記名で行

われた｡ 継続調査であるため識別データとして①参加し

た子どもの生年月､ ②回答者の性別と生月､ ③回答者の

好きな色を用い､ 複数回参加した場合でも匿名のまま継

続して質問に答えてもらうことができるように工夫した｡

回答に要する時間は概ね10分程度であった｡

インタビュー調査の内容と手続き

個別形式で行い､ 多くのインタビューについては調査

協力者１名に対して２名の調査者で聞き取りを行った｡

２名ともが質問内容をそれぞれ別に聞き取り､ インタビュー

終了後に互いの内容をすり合わせた｡ 子育て支援プログ

ラム終了後にインタビュー協力者を募り､ 開始前に口頭

説明を行った｡ 調査協力者へは終了後に謝礼として台所

用品等を渡した｡ 回答については氏名等の個人情報は一

切聞かず､ 記入の終了した質問紙をインタビュー開始前

に調査者に渡してもらうことで回答者の属性等を引き継

いだ｡ 質問は６問あり､ 親子それぞれの仲間関係を中心

に子育て支援プログラムへの参加理由など質問紙の内容

をさらに深く尋ねた｡ 一組15分程度を目安に行った｡ イ

ンタビュー調査協力者数は ｢輪になってあそぼう｣ 23名

(女性23名) ｢サタデースクール｣ 28名 (男性11名､ 女性

17名) であった｡

結果と考察
｢輪になってあそぼう｣ は平日の実践､ ｢サタデース

クール｣ は休日の実践と位置付けて分析した｡ 平日実践

の調査協力者はすべて母親であったため ｢平日母親群｣

とし､ 休日実践の調査協力者には父親も含まれていたた

め ｢休日母親群｣ と ｢休日父親群｣ に分けた｡ なお､ 自

由記述回答にある括弧内の数字は記述の件数を表す｡

１. 保護者の基本的属性と意識

まず､ 基本的な情報として､ どのような人たちが本研

究対象の子育て支援プログラムに参加したのかについて

おさえるため､ 調査協力者の属性及びその意識について

の集計結果を示す｡

調査協力者は30歳代が約８割を占めた｡ 二つの母親群

間では ｢休日母親群｣ の方が年齢層がやや高かった｡ 各

群とも10％前後が祖父母と同居であった｡ 住居形態は20

～40％が ｢戸建て｣ で､ 残りが ｢集合住宅｣ であった｡

職業は母親群はほとんどが専業主婦で､ 父親群は全員が

会社員であった｡ 子どもの数は三人までで､ 一人もしく

は二人の家庭で80～90％となった｡ 参加した子どもの約

半数が第１子で､ １子と２子の合計で各群とも80％前後

であった｡

次に調査協力者の子育てに対する意識を見てみたい｡

各群とも95％前後の割合で ｢子育てを楽しんでいる｣ と

回答している一方で､ ｢子育てに不安や悩み､ 戸惑いが

あるか｣ の問いに対して､ ｢平日母親群｣ で44�1％､ ｢休

日母親群｣ では46�3％､ ｢休日父親群｣ では37�5％が ｢あ

る｣ と回答した｡ 藤木 (2004) が福岡市で実施した子育

て中の保護者の意識調査でも保護者の87�5％が ｢子育て

を楽しんでいる｣ と回答しているが､ ｢子育ての悩みの

有無｣ については45�2％が ｢ある｣ と回答している｡ 本

研究についても同様な結果が得られたことから､ 子育て

に対する意識は全国的なものと特段変わりはないものと

考えられる｡

｢子育ての不安や戸惑いに対してどのようなものがあ

るのか｣ に対する自由記述から､ 子育て不安等の内容を

みると､ 母親群では ｢子どもへの叱り方やしつけ｣ (10)､

｢イライラして怒ってしまう｣ (７) といった ｢子どもへ

の対応｣ と ｢子どもが言うことを聞かない｣ (５) 等の

｢子どもの様子｣ の２点に集中した｡ 父親群では三つの

回答しかなかった｡ それらは ｢子どもへの対応｣ では

｢子育て全般､ 特にしつけ｣､ ｢子どもの様子｣ では ｢お

調子者なので心配｣ ｢どのように育つのか不安｣ という

回答であった｡

次に子育て支援プログラムへの参加目的を明確にする

ために ｢子育て支援に望むことは何か｣ という問いへの
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自由記述を見たところ､ ｢平日母親群｣ ｢休日母親群｣ と

もに ｢家庭ではできないあそび｣ (18) が最も多かった

が､ ｢親同士の交流｣ (11) というように仲間作りを目的

として参加している保護者も多いことがわかった｡

調査協力者の ｢仲間作りの意識と方法とはどのような

ものであるか｣ については､ ｢子育てをする上で仲間作

りは必要か｣ の問いに各群とも95％以上が ｢仲間が必要｣

と回答している｡ しかし ｢平日母親群｣ で3�2％ (94人

中3名)､ ｢休日母親群｣ では2�0％ (50人中１名) が ｢仲

間は必要ない｣ と回答していた｡

｢仲間作りの方法｣ について､ インタビューの回答か

らは､ ｢平日母親群｣ と ｢休日母親群｣ では ｢子育て支

援センター等の利用｣ (21)､ ｢公園等で遊ぶ｣ (12)､ ｢近

所の人達とのコミュニケーション｣ (12) が共通してあ

り､ 仲間を求めて積極的に外に出て行っている様子がう

かがえた｡ しかし ｢休日父親群｣ では ｢職場の人との交

流｣ (６)､ ｢特になし｣ (４) といった回答が目立ち､ 積

極的な仲間作りが行われていないことがわかった｡ また､

保護者の活動中の行動については､ ｢平日母親群｣ では

63�4％が､ ｢休日母親群｣ では50�9％が他の保護者と話を

したのに対し､ ｢休日父親群｣ は25�0％と極端に低い割

合となった｡ 子育てをする上で仲間づくりは必要だと思っ

ているが､ 積極的に行動できていない父親の姿が浮き彫

りとなったと言える｡

２. 在園児との交流による影響

対象プログラムの異年齢設定での活動について保護者

はどう考えたのかを検討する (課題１)｡

｢異年齢の子どもと遊ぶ機会は子どもの成長に必要か｣

の問いに､ ３群ともほぼ100％が ｢必要｣ と回答した｡

必要と思う理由の自由記述では ｢上の子からいろいろな

ことを学び真似できる｣ (16)､ ｢優しい気持ちが育つ｣

(11)､ ｢協調性､ 社交性が育つ｣ (10)という回答が３群

ともに多く見られた｡ 異年齢児と交流することで ｢思い

やりや優しさが育ち､ 下の子は上の子から色々な事を学

び真似でき､ 大切である｣ と受け止められているようだ｡

｢いつもと違う子どもの変化｣ について尋ねた自由記述

の中にも ｢いつもは好き勝手に遊ぶのにお兄ちゃんの言

うことを聞いていた｣ ｢親から離れて大きい組の子ども

と楽しく遊んでくれた｣ のように在園児の影響によるも

のと思われる未就園児の姿についての記述が15件もあり､

在園児との交流が未就園児の積極的な姿を引き出してい

ることが一部うかがえた｡

３. 子どもに向けられる保護者の視点と意識

子どもの変化の認知や保護者自身の意識変化が保護者

自身によってどのように語られるのかを探り､ 保護者に

よる子どもの発達の展望について検討する (課題２)｡

保護者は活動中の子どものどんなところをどのように

見ているのであろうか｡ ｢子ども自身の変化｣ に焦点を

合わせた視点として ｢活動中にいつもと違う姿を見るこ

とができたか｣ という質問に対して､ ｢平日母親群｣ で

73�6％､ ｢休日母親群｣ で79�2％､ ｢休日父親群｣ で64�3

％が ｢いつもと違う姿を見られた｣ と回答した｡ 具体的

な変化の内容を自由記述からみると､ 上述したような在

園児との交流による変化以外では､ ｢集中して遊んでい

た｣ (９)､ ｢積極的に遊んでいた｣ (６) など普段とは違

う積極的な変化が大多数となったが､ ｢人が多いと溶け

込めない｣ (１)､ ｢なかなか前に出ない｣ (１) など､ 消

極的な態度に課題を見い出している回答も少数ながらあっ

た｡

｢活動中に他の (同年代の) 子どもと比べたか｣ とい

う ｢他児との比較｣ に関する質問では ｢平日母親群｣ で

60�0％､ ｢休日母親群｣ で45�1％､ ｢休日父親群｣ で42�9

％が ｢全く比べなかった｣ と回答した｡ 休日群と平日群

による違いは､ 休日群では身体活動が主であったために

他児と比較し易い環境であったことが反映されたのでは

ないかと考えられる｡

では､ 他の子どもと比較することで保護者の心にはど

のような変化が生じるのであろうか｡ ｢他の子どもと比

べることで自分自身の心に変化が生じたか｣ という質問

に対して､ 他児との比較をしたと回答した調査協力者の

うち ｢平日母親群｣ では13�9％､ ｢休日母親群｣ では28�6

％､ ｢休日父親群｣ では50�0％が ｢気持ちの変化があっ

た｣ と回答し､ 父親群ではその割合が高い傾向にあった｡

さらに､ ｢どのような気持ちの変化が起こったか｣ を自

由記述からみると､ ｢私 (母親) の手を離れてお兄ちゃ

んと行動できていたので安心した｣ (１)､ ｢皆､ それぞ

れなので成長の仕方など気にしなくていい｣ (１)､ とい

うような比較の結果を肯定的にとらえている一方で ｢もっ

と積極的になってほしかった｣ (１)､ ｢我が子には協調

性がないのではないか｣ (１) と課題的な視点で子ども

を見ている回答が見られた (８人中４人)｡

総じて保護者は活動における子どもの良い部分の発見

を報告しているが､ 他児との比較によって子どもの課題

が意識されてもいる｡ 子どもの発達展望については､ 保

護者が在園児の姿から自分の子の将来の姿を見通すとい

うようなものはほとんど無かったが､ 子どもの新たな姿

への気づきは将来への展望を準備する可能性があると思

われる｡ 一方で､ 発達の個人差についての理解に関する

記述があり､ 発達展望における幅を与えていると言える

かもしれない｡

４. 継続参加による効果とプログラム満足度の要因

最後に､ 継続的に参加することを調査協力者はどのよ

うにとらえ､ どのようなことが調査協力者の満足感とな
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り､ 継続を促すことにつながっているのかを検討する

(課題３)｡ まず､ 子育て支援プログラムに継続して参加

することが､ 参加者にどのような影響をもたらしている

のかについて､ 複数回参加者の質問紙 (第２回質問紙)

の結果から考えてみたい｡ ここでは ｢休日父親群｣ は対

象者が少数であったために分析から除き､ ｢平日母親群｣

と ｢休日母親群｣ のみを対象とした (分析対象数：平日

母親群27名､ 休日母親群21名)｡ なお､ まとめるにあたっ

ては ｢子どものために参加｣ したのか､ ｢自分自身のた

めに参加｣ したのかに焦点を置いて分析を試みた｡

｢どのようなことにメリットを感じて複数回参加する

のか｣ に対する回答からは､ 両群とも ｢子どものため｣

にメリットを感じて複数回参加していた｡ 複数回参加す

ることで ｢子どもが集団に慣れるのではないか｣ (６)､

｢いろいろな子どもと一緒に遊ぶことで､ できることが

増えるのではないか｣ (５)､ ｢子どもの社会性が育つ｣

(４)､ ｢幼稚園に慣れることができる｣ (３) などと ｢子

どもへの効果｣ を期待して参加している記述が多く､ む

しろここで､ 子どもの発達展望に関する回答が見られた｡

また､ ｢子どもが楽しみにしている｣ (５)､ ｢遊び場とし

て｣ (４) という理由も多くあった｡ 一方で､ ｢自分自身

のために参加｣ しているという記述は両群とも非常に少

なく ｢複数回参加することで顔見知りができ､ 保護者や

保育者とコミュニケーションがとれ､ 幼稚園がどういう

ところかを知ることができる｣ という意見に集約できた｡

では､ 複数回参加することは保護者のためにはなって

いないのだろうか｡ ｢複数回参加することが保護者の子

育て不安の軽減・解消に役立っているか｣ に対する回答

では ｢平日母親群｣ で81�5％､ ｢休日母親群｣ では81�0％

が ｢役に立っている｣ と答えていた｡ ｢どのような点で

役に立っているのか｣ について自由記述をもとに検討し

たが､ 両者ともに共通した回答が ｢親同士の交流ができ

る｣ (９)､ ｢他の子どもを見る機会になる｣ (６)､ ｢子ど

もの成長が見られる｣ (４) であった｡ 複数回参加する

目的は ｢子どものため｣ であるが､ 継続して参加するこ

とが子どもの成長や他の子どもを見ることになり､ 自分

自身に気づきが生じたり､ 他の母親と友達になったりと

コミュニケーションが取れ､ ｢自分自身のため｣ にもなっ

ていると参加者は感じていることが示唆された｡

それでは保護者が期待した ｢子どもへの影響｣ とはど

のようなものがあったのであろうか｡ ｢複数回参加する

ことによって活動中に子どもは変化したか｣ という質問

に対して､ ｢平日母親群｣ では77�8％､ ｢休日母親群｣ で

は75�0％が ｢変化があった｣ と回答した｡ 変化の内容は

両群とも､ ｢活動に参加できるようになった｣ (15)､ ｢子

どもの積極性が増した｣ (５) という内容が非常に多く

見られたが､ ｢平日母親群｣ にのみ ｢以前より参加しな

くなった｣ というような消極的な態度になった回答が3

件見られた｡ しかし､ 自由記述からはこの３名の保護者

は､ 複数回参加する機会を ｢子どもが場に慣れる機会｣

であるととらえ､ 消極的な態度に対しても否定的な見方

をしていなかった｡ 群を問わず､ 自分の子どもに視点を

向けて変化をとらえている場合は子どもの積極的な変化

に目がいく傾向があり､ 子どもの良い点を探ろうという

保護者の姿勢が見られたものと推測される｡

複数回参加することで､ 多くの子どもに積極的な変化

が見られることがわかったが､ これはその場限りのもの

ではなく､ 家庭などに般化して見られるのであろうか｡

家庭においても､ このプログラムでの効果が見られるか

を尋ねた｡ ｢この子育て支援プログラムに参加して､ 家

庭での子どもの様子に変化があったか｣ の質問に対して､

｢平日母親群｣ では66�7％､ ｢休日母親群｣ では70�0％が

｢変化があった｣ と回答した｡ 自由記述で変化の内容を

尋ねたが､ 両群とも､ ｢積極的になった｣ (６) と子ども

の行動に変化が現れただけではなく､ ｢幼稚園に行きた

がるようになった｣ (５)､ ｢次回を楽しみにするように

なった｣ (３) と､ 園への移行支援に関する回答が多かっ

た｡ また､ ｢体験した内容を家庭で再現する､ 話す｣ (６)

という回答も共通して多く見られた｡

上記のような効果は､ プログラムに満足し､ 継続的な

参加がなされる中で確かなものになっていくと思われる｡

そこで､ ｢どのようなことが調査協力者の満足感につな

がっているのか｣ を明確にするために､ ｢子育て支援プ

ログラムを楽しめたか｣ というプログラムへの満足度を

表す項目と､ ｢保護者と話す機会｣ ｢保育者と話す機会｣

｢プログラム中に同年代､ 年下と活動できたか｣ ｢プログ

ラム中に年上と活動できたか｣ ｢活動中に見られた子ど

ものいつもと違う姿｣ ｢他の子どもとの比較｣ との相関

を調べた (表２)｡

表２. プログラム満足感との相関

｢平日母親群｣ では ｢保育者と話す機会｣ ｢同年代・

年下と活動できたか｣ ｢年上と活動できたか｣ ｢活動中に

見られた子どものいつもと違う姿｣ との相関が有意であっ
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た｡ ｢休日母親群｣ では､ ｢同年代・年下と活動できたか｣

｢年上と活動できたか｣ ｢活動中に見られた子どものいつ

もと違う姿｣ の相関が有意であった｡ ｢休日父親群｣ で

はプログラムの満足度と相関が有意な項目は無かったが､

｢保護者と話す機会｣ と ｢保育者と話す機会｣ の相関係

数が比較的高かった｡ 一方､ 母親群では子どもの活動状

態や子どもの変化がプログラムの満足度に関係している

と考えられる｡ また､ ｢他の子どもとの比較｣ について

は､ どの群とも有意な相関は見られなかった｡

まとめと課題
保護者の多くは子育て支援プログラムを､ 子どものた

めには普段できないような遊びができる場所として､ 自

分のためには仲間作りの場としてとらえていた｡ 母親群

は､ 仲間作りのために積極的に外に出ている姿が見られ

る一方で､ 父親は子育てをする上で仲間は必要だと思っ

ているが､ 積極的な活動ができていないことがわかり､

母親群と父親群では意識は似通っていても行動に違いが

見られた｡

課題１の在園児との交流については､ 調査協力者の多

くが異年齢交流の必要性を感じていることがわかった｡

課題２の子どもを見る視点では､ 子ども自身の変化に焦

点化した場合､ 保護者の目は主に子どもの良い部分に当

てられていたが､ 他児との比較では子どもの課題的な部

分に目を向けやすいことが示唆された｡ 課題３について

は､ 継続的に参加することは ｢子どものため｣ と思って

いるが､ 継続することで ｢自分自身のため｣ にもなって

いることを保護者は認識していることがわかった｡ また､

子育て支援プログラムで体験したことが､ 家庭での姿に

反映していると思われていることが示された｡ 活動中に

おける視点と意識では､ 母親と父親の違いが見られた｡

｢どのようなことが子育て支援プログラムの満足度につ

ながっているか｣ では､ 母親の満足度は子どもの活動状

況と関係があったが､ 父親の場合はそうではなかった｡

父親については ｢他人と話す機会｣ が満足度とにいくら

かの関係があるのではないかと推測されるにとどまった｡

父親の参加を促すには ｢父親だけの参加プログラム｣ な

ど父親が参加しやすいもので､ 参加者同士でコミュニケー

ションが取れるようなものが父親の満足度向上につなが

るのではないかと推測される｡

本研究を通して参加者側が何を必要として子育て支援

プログラムに参加し､ どのような視点で活動を眺め参加

し､ 何を感じていたかが示された｡ しかし､ 保護者が子

どもの発達展望をどのように持つことになったのかにつ

いては､ 今後更に研究をしていく必要がある｡ また､ 保

護者自身が未就園児の親から園児の親になろうとする際

に､ 発達展望をどのように持っていくのだろうか､ そし

て､ そのためにどのような準備をしているのだろうか｡

そのようなことを視野に入れた子育て支援プログラムの

立案や調査も必要であると思われる｡ また､ この子育て

支援プログラムの特徴であった在園児との交流がもたら

す効果については自由記述よりその一部を推察できただ

けであり､ 効果については検証することができなかった｡

本研究で明らかになった各群の特徴をとらえ､ 実施曜日

や対象を限定し､ 在園児との交流がもたらす効果を中心

に考えていくことで､ 支援される人同士がつながり､ 在

園児と未就園児がつながっていくような十分な縦のつな

がりが保証できる子育て支援プログラムへとつなげられ

るのではないかと考える｡
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